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みきゃん

3Rの他にもこのような取組みがエコにつながります！

ごみを減らすには、日々の生活の中で、まずごみを出さないこと「Reduce（リデュース）」、次に使えるものはくり返し
使うこと「Reuse（リユース）」、ごみを資源として再生利用すること「Recycle（リサイクル）」、これらの3Rを実践し
て、身近なところからごみダイエットに取り組みましょう。

買物袋持参（マイバッグ）

Reduce（リデュース）
ごみを出さないように工夫する

Reuse（リユース）
使えるものはくり返し大切に使う

リターナブル容器を選ぶ 分別収集を徹底

詰め替え製品を選ぶ

地産地消商品を
選択しましょう！

公共交通機関などを
利用しましょう！

リサイクルに配慮した
製品を選ぶ

フリーマーケットや
リサイクルショップを活用する

3R企業エコツアー マイボトル・マイカップ
キャンペーンい～よエコ良品ショップ

リサイクル製品の製
造や廃棄物の3Rに
取り組んでいる企業
等を訪問してリサイ
クル製品の製造工程
の見学、体験ができ
るツアーを実施して
います。

「い～よエコ良品ショッ
プ」とは、愛媛県が「資源
循環優良モデル」に認定
したリサイクル製品など
を購入できるインター
ネットショップです。本
ショップを通じて消費者
や事業者に紹介し、気軽
に購入いただける場を
目指しています。

自宅に限らず、学校やオ
フィス、外出先などでも
自分の水筒、タンブラー、
カップなどの飲料容器
「マイボトル・マイカップ」
を、そのときどきの状況
に応じて使っていこうと
いう取組みです。また、マ
イ箸の使用の呼びかけ
も行っています。

【県民のみなさまへ】
第三次 えひめ循環型社会推進計画

減らす

RecycleRecycle
リサイクル

再生利用する

リユース
ReuseReuse
くり返し使う

みん
なの愛

顔のためにごみダイエット！

え　　がお

3R（スリーアール）って何？
リデュース（Reduce）、リユース（Reuse)、リサイクル
（Recycle)の頭文字をとって「3R」と呼んでいます。
リデュースは資源の消費を減らし、リユースは使える
ものは何回もくり返し使う、リサイクルは使用できな
くなったものを資源として再生利用することです。

こんな活動もしています！

ごみにせず資源として再生利用する

Recycle（リサイクル）

買物袋を持参して、レジ袋を
断りましょう。

エコマークなどの環境ラベルを
目印に、エコ製品を選びましょう。

地球温暖化に繋がるCO2
等の増加が問題になって
います。公共交通機関や自
転車の利用、徒歩での移
動などで、地球温暖化防止
につながります。

輸送コストの小さい地元
の商品を優先して選びま
しょう。

詰め替え製品を
使用しましょう。

リターナブル容器を使用した
商品を選びましょう。

リサイクルマークをチェックして
きちんと分別しましょう。

フリーマーケッ
ト等を上手に活
用して、人にゆ
ずったり、長く
使えるようにし
ましょう。

ごみダイエットにみんなで取り組もう3Ｒ！

リデュース
ReduceReduce

マイ
バッグ

愛媛県 県民環境部 環境局 循環型社会推進課
〒790－8570　松山市一番町４丁目4－2
TEL：089－912－2355 FAX：089－912－2354
http://www.pref.ehime.jp/

平成24年9月発行えひめの循環型社会づくり　　　　　　　　
S08-0095



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

16
0

2

4

6

8

10

12

14
30,865

17,844

991 434 342 233 0

16

17 18 19 20 21 22

（件数） （t）

投棄量 投棄件数

平成 年度

県内の不法投棄件数・投棄量

不
法
投
棄
量

不
法
投
棄
件
数

注：投棄量・投棄件数は、環境省が毎年度実施する
　「産業廃棄物不法投棄実態調査」結果に基づく数値
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【基本理念】

計画趣旨
愛媛県では、資源の循環的利用と廃棄物の減量化、適正処理を進める「環境への負荷が少ない循環型社会の構築」の
ための計画を策定し、環境と調和した暮らしづくりを推進しています。

環境と調和した暮らしづくりをより一層推進していくため、3つの基本方針に基づいて、リサイクル及び適正処理の体
制を整備し、環境への負荷が少ない循環型社会の構築を目指します。

愛媛県で平成22年度に排出されたごみの総排出量は
約48万6千トンです。（速報値による）

県民1人ひとりが、毎日約914ｇの一般廃棄物を
排出しています。愛媛県全体で、1日に排出され
る量はパッカー車約666台分（約1,332トン）に
なります。

平成22年度に愛媛県で処理をしたごみ
の処理経費は約210億円です。１トン当
たりのごみを処理するには約4万5千円
の経費が必要となります。

愛媛県では、平成27年度における一般廃棄物の減量化目標を定め、ごみ総排出量を平成22年度から約10%削減（約
43万5千トンに削減）することとしています。県民１人１日当たりの排出量を約6％（約60g）減らし、再生利用率を約
25％に増加、最終処分量については、約20％削減（4万7千トンに削減）を目指します。

取組み

3Rの推進 廃棄物の適正処理の確保 循環型社会ビジネスの振興
【基本方針1】 【基本方針2】 【基本方針3】

基本理念を実現するため、3つの基本方針のもとに、各種の取組みを展開しています。

①3R活動の普及啓発
②リデュース（発生抑制）の推進
③リユース（再使用）の推進
④リサイクル（再生利用）の推進

①適正処理の確保と
　不適正処理の防止
②適正な処理施設の確保

循環型社会ビジネスの
育成・支援

レジ袋無料配布中止キャンペーン
（新居浜市）

環境教育

不法投棄防止対策推進協議会による
パトロール

不法投棄防止看板

愛媛の3R企業展

食品製造残さの家畜の飼料化
（エコフィード）

連携と協働

総排出量（生活系ごみ+事業系ごみ+集団回収量）

ごみの処理経費

ごみ減量化目標

平成22年度 総排出量

約48万6千トン 県民１人１日当たり排出量

1人１日当たり

約914ｇ

不法投棄の状況
県内の産業廃棄物の不法投棄
は、件数及び投棄量ともに近年
減少傾向で推移し、平成22年
度は0件となっています。これ
からも県、市町の連携はもとよ
り、県民のみなさまが一体と
なって不法投棄を撲滅するた
めの取組みが必要です。

産業廃棄物に係る不法投棄や野焼きなどの
不適正処理を発見したら

0120-149-530

約272ｍ 約161ｍ
（大天守までの標高）

１年間の処理経費
約210億円

約4万5千円の経費が必要!!1トン当たり

一般廃棄物の現状と目標

循環型社会づくりへの取組み

各主体との連携・協働

平成23年度～平成27年度までの5年間計画期間　

循環型社会を実現するために
は県民、事業者、NPO・大学
等及び行政の適切な役割分
担による各主体間の連携・協
働が必要になります。

県　民
循環型社会をかたちづくる主役

環境への配慮、排出者責任・
拡大生産者責任を踏まえた事業活動

事業者（排出事業者・処理業者）

県民・企業等の環境保全活動の
つなぎ手

NPO・大学等

各主体の取組み支援、
コーディネータ

行　政

産業廃棄物

※産業廃棄物の不適正処理関係情報に限ります。

不法投棄現場 パトロール

一般廃棄物については各市町へお問い合わせください。

ごみ総排出量 再生利用率（リサイクル）等 最終処分量

ごみ総排出量
1人1日当たり排出量

再生利用量
再生利用率

※0.10ｋｇ/ℓとして、45ℓ入りごみ袋=4.5kgで換算した場合です。

約666台分（約1,332トン）
1日の排出量（愛媛県全体）

2トンパッカー車で換算した場合

約666台分
愛媛県全体/1日

2トンパッカー車で換算した場合

一般家庭から出るごみのほか、飲食店から出る生ごみや事業所などから出る紙ごみ（産業廃棄物以外のもの）などで、市町村が処理します。

一般廃棄物とは・・・・・

全国で10番目に
少ない排出量だよ！

松山城

坊っちゃん
スタジアム

私たちの
税金が

使用され
ています！

坊っちゃんス
タジアムにご
みを積み重ね
ると高さは約
272ｍになり
ます。

調和と循環により、かけがえのない環境を守る「やさしい愛顔」づくり
え　 がお

約10％
削減！

約25％に
増加！

約20％
削減！
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自分の水筒、タンブラー、
カップなどの飲料容器
「マイボトル・マイカップ」
を、そのときどきの状況
に応じて使っていこうと
いう取組みです。また、マ
イ箸の使用の呼びかけ
も行っています。

【県民のみなさまへ】
第三次 えひめ循環型社会推進計画

減らす

RecycleRecycle
リサイクル

再生利用する

リユース
ReuseReuse
くり返し使う

みん
なの愛

顔のためにごみダイエット！

え　　がお

3R（スリーアール）って何？
リデュース（Reduce）、リユース（Reuse)、リサイクル
（Recycle)の頭文字をとって「3R」と呼んでいます。
リデュースは資源の消費を減らし、リユースは使える
ものは何回もくり返し使う、リサイクルは使用できな
くなったものを資源として再生利用することです。

こんな活動もしています！

ごみにせず資源として再生利用する

Recycle（リサイクル）

買物袋を持参して、レジ袋を
断りましょう。

エコマークなどの環境ラベルを
目印に、エコ製品を選びましょう。

地球温暖化に繋がるCO2
等の増加が問題になって
います。公共交通機関や自
転車の利用、徒歩での移
動などで、地球温暖化防止
につながります。

輸送コストの小さい地元
の商品を優先して選びま
しょう。

詰め替え製品を
使用しましょう。

リターナブル容器を使用した
商品を選びましょう。

リサイクルマークをチェックして
きちんと分別しましょう。

フリーマーケッ
ト等を上手に活
用して、人にゆ
ずったり、長く
使えるようにし
ましょう。

ごみダイエットにみんなで取り組もう3Ｒ！

リデュース
ReduceReduce

マイ
バッグ

愛媛県 県民環境部 環境局 循環型社会推進課
〒790－8570　松山市一番町４丁目4－2
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